まったく、 「バ クロウが 牛の 掘り出し もので もさが 

すよう に」 新人が 売り出された。 現代 文学の 素質 は 戦 

後に な つ てから 戦時中の 荒廃 を とりもどす どころ か、 

実名 小説にまで 低下して 来た。 一 九 三 三年に 石 坂洋次 

郎が、 左翼への 戯画と して かいた 「麦 死なず」 と、 一 

九 五 〇 年に 三 好 十 郎が 書いた 「ストリップ • ショウ- 

殺意」 と を 見 くらべれば、 現代 文学の 傾斜が 明瞭に わ 

かる。 そして、 この 「殺意」 と 「三 木 清に おける 人間 

の 研究」 「たぬき 退治」 と は、 それの かかれる 精神の 状 

況 において 連関が ある。 このような 作品 は、 決して 民 

主 的な 精神が 率直に 評価され ている 時代に は 書かれ も 



戦争 協力に よる 追放から 解除され た 諸氏に 共通な 感懐 

でもあろう か。 

東京 新聞に のった 火 野の 文章の どこの 行 を さがして 

も、 「昔に かえった」 出版界の 事情 「老舗が のこって い 

る」 こんにちの 状況に、 最近 三年の 間 強行され つづけ 

て 来た 言論 圧迫の 影響と 結果 を 見ようと されて いない。 

ゆうべ (八月 一 日) NHK の 街頭録音 は、 「政党 は 選挙 

公約の 実現に 努力した か」 という 題目であった。 「はい、 

そこにい らっしゃ るお 若い 方」 と 指されて 答えた 人 は 

自由党 支持者で あつたが、 意見と して、 自由党 は 少し 

言論の 圧迫 をし すぎる と 思います、 と 答えた。 自由党 



匿名批評 家に アトム A • B • C と あり、 小原壮 助と 

いう 一 つの 獅子頭 を 三人の ひとが かぶって いる。 小 原 

壮助 1\3 が、 七月 十五 日 東京 新聞の 「大波 小波」 に 

「出版の自由 か 不自由 か」 という 一文 を かかげた。 

『新 日本文学』 六月 号が 掲載した、 「サ ガレンの 文化」 

の 中で、 ソヴ エト 同盟の 権力の 下で は 同人雑誌 を 出す 

こと を 許されな いという こと を 知 つ た、 「同人雑誌 こ 

そ 新しい 文学の 唯一の 温床で あるのに、 それ を 欠く 革 

命 後の ソ連 文学が シ— モノ フ にせよ」 「『虹』 にせよ、 

全く 大衆 小説で 第二の ゴルキ ー が 出な いのも、 かかる 



出版の自由 (すなわち 不自由) の もたらす 成果で あろ 

う」 と 結ばれて いる。 

『新 日本文学』 六月 号 「サ ガレンの 文化 —— 転換期の 

一 断面」 埴原ー 丞の 文章の 小原壮 助に 着目され ている 

部分で はこう かいている。 一九 四 七 年、 豊原巿 に 二十 

人位の 文学 志望者が あって、 新聞 『新生 命』 を 中心に 

樺 太 文学 協会 をつ くろうとい うこと になった。 第一 回 

会合が 新生 命 社で もたれ、 「サ ガレン 文学」 を 出す こと 

にきめ たが、 新聞社 主筆 ミシャ ロフ 少佐が、 それ を禁 

じた。 理由 をき くと 次のように 答えられた。 「それ は 

同人雑誌の 形式です。 ロシアに も 以前、 革命 前に は あ 



ロセス に対して 全然 懐疑 的で あり、 否定的で ある。 r 大 

衆の 批判と いう ものが どんな もの か、 我国の 場合で 考 

えても、 志賀直 哉と 吉川英 治 を 国民 大衆の 討議に かけ 

れば、 後者が 選ばれる こと 論 を またない」 と。 

小原壮 助が、 社会 機構 や 生活 感情の すべての、 まる 

でちがう 「我国の 場合」 を 躊躇な く 例と して ひいて 来 

ている こと は 注目され る。 たしかに 「我国の 場合で 考 

え」 ると、 吉川英 治が 一位 をし める かもしれ ない。 わ 

たした ち は、 一 九 四 九 年度の 毎日 文化 賞の ための 世論 

調査の 結果と して、 第一位が 長 崎の 永井隆 「この 子 を 

のこして」 であり、 第 何 位 かに 吉川英 治 を 見出した の 



人 雑誌が あらわれて y J そ、 同人雑誌 として の 意義が あ 

る。 昭和の はじめに 簇出した 『文芸 時代』 『近代 生活』 

『文芸 都市』 その他 は、 資本主義の 社会の 生活と 文学の 

中で 個人的な 展開 を 試みなければ ならなかった 人々 の 

同人雑誌であった。 したがって、 それらの 人々 の 文学 

上の 流派が —— 新 感覚 派に しろ、 新 心理主義 にしろ、 

当時に 何 か アツ ピ ー ル する ものが あつたた めに、 商業 

ジャ— ナ リズムの 上に 流通す るよう になる とともに、 

同人雑誌の 中に 自然の 生存競争が 生じ、 数名の 「老舗」 

と、 歴史の 波間に かくされる 他の 数名と を 生んで 来た。 

火 野 葦平が 「文壇 登 龍 門」 とし、 「道場」 という 同人 雑 



葦平 はむしろ、 欣然と して 認めて いる。 小原壮 助の 実 

体の 明かで ない 同人雑誌 尊重の 論 を、 火 野 葦平の 「同 

人 雑誌 本来の 姿」 に関する 説明と あわせ よんだ ひとは、 

「新しい 文学の 唯 一 の 温床」 たる 同人雑誌が、 もし 火 野 

葦平の 考える ような ものである ならば、 それ は、 全く 

「昔のと おり」 文壇 ギルドへの 立ちが えりで あり、 先輩、 

後輩 間の 封建的な 格 づけに 従属す る ことで あるのに お 

どろ かされる であろうと 甲 3 う。 



の 同人雑誌に は 共通な 一 つの 特色が 見られる。 それ は、 

これらの 同人雑誌 は、 一九二 五、 六 年 ごろ 川端 康成そ 

の 他 十九 名の 同人に よって 発刊され た 『文芸 時代』 の 

ように、 「新 感覚 派」 という 一 つの 文学 流派 を 旗 じる し 

として いないと いう 点で ある。 また 「『戦旗』 創刊と 対 

立す る もの」 (伊藤整 「新興 芸術 派と 新 心理主義 文学」 

近代文学 八月) として、 『近代 生活』 『文芸 都市』 が、 

「非 左翼 的 同人雑誌 のうちの 最も 有力な 作家 を 集めて 

つくった 集団」 を 目 ざして、 創刊され ている ので もな 

いという ことで ある。 特集 ル ポルタ ー ジュ 「錡 物の 

街 • 川口の 表情」 「地の 平和の 緑樹 園、 安行 植木 苗木 地 



帯を往 く」 などで、 生活 的. 文学的 感覚 を 社会的に ひ 

ろめ 深めて ゆこうと 努力して いる 点で 注目 を ひいて い 

る 『埼玉 文学』 にしろ、 同人た ち は、 より 人間ら しい 

社会生活の 確保と、 その 文学の 確立の ために 尽力して 

ゆく という 大きくて 永続 的な 人民 的 努力のう ちに、 埼 

玉 在住の 人々 の 各種 各 様の 文学的 傾向と 素質と を つ つ 

んで、 民主的 方向に 発展 させようと 志して いる。 会の 

運営 は 民主的な 会議 制 を 原則と すると 明記して いる こ 

とも、 旧い 文壇の 先輩、 後輩の しきたりに とらわれた 

り、 ひきに たよった りする 文学的 卑屈 さを排 そうとす 

る 性格 を あらわして いるよう に 見える。 同人雑誌で 
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